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中国横断自動車道姫路鳥取線・一般国道３７３号志戸坂峠道路

路 線 名 中国横断自動車道 姫路鳥取線

（智頭～鳥取間）

区 間 鳥取県八頭郡智頭町～鳥取市

事業延長 ２４．７ｋｍ

道路規格 第１種第３級（智頭IC～河原IC）

第１種第２級（河原IC～鳥取IC）

設計速度 80ｋｍ／時（智頭IC～河原IC）

100ｋｍ／時（河原IC～鳥取IC）

車 線 数 ４車線（暫定２車線）

鳥取県

岡山県

兵庫県

路 線 名 一般国道３７３号 志戸坂峠道路

区 間 兵庫県英田郡西粟倉村影石

～

 

鳥取県八頭郡智頭町

事業延長 ８．３ｋｍ（全長１８．５km）

道路規格 第１種第３級

設計速度 80ｋｍ／ｈ

車 線 数 ４車線（暫定２車線）

効果1 時間短縮

・鳥取～大阪間

 

約３時間２０分

 

→

 

約２時間３０分（約５０分短縮）

効果４ 災害時の代替路

・Ｈ１３～Ｈ１７年

 

国道５３号全面通行止回数

 

９回

 

→

 

改善

効果３ 高速ＩＣ３０分カバー率

・姫鳥線完成後の鳥取県東部のカバ－率

 

０％

 

→

 

９１％

効果５ ＩＳ０規格海上コンテナの一貫輸送の実現

・国道５３号智頭トンネルがネック

 

→

 

解消

効果６ 救急医療

・智頭町役場～県立中央病院

 

約６０分

 

→

 

約４０分（約２０分短縮）
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●１分１秒が生死を分ける

 

～カーラー曲線

中国横断自動車道姫路鳥取線・一般国道373号志戸坂峠道路

効果２ 無料の高速道路

・佐用JCT～鳥取ICが有料の場合

普通車：１，６００円

 

大型車：２，６５０円
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日帰り圏の拡大

・姫路鳥取線の整備により、鳥取市日帰り圏（3時間圏）人口が、約500万人から約1300万人に増加し、

 大都市圏を含めマーケット規模が大幅に増加。

※人口はH12国勢調査報告による。圏域は市町村役場間の所要時間に基づき設定。
※所要時間は、H11センサス混雑時間旅行速度により算出。ただし、姫路鳥取線の速度はV=80km/hとした。
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（万人） 現況 将来 約約830830万人増万人増

鳥取市からの時間圏人口の増加

約約11万人増万人増

約約4040万人増万人増



救急出場から医療機関等に収容するまでに要した時間別搬送人員
（鳥取県東部）
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救急搬送時間の短縮

・姫路鳥取線の活用で、救急搬送時間の短縮され、迅速な救急医療体制が確立される。

資料／平成16年消防防災年報

33人

2,030人

2,889人

2,282人

154人 11人

資料／平成16年消防防災年報

 

※鳥取県東部広域行政組合を対象

資料／東京消防庁

救急出場件数救急出場件数
搬送人員ともに搬送人員ともに

増加傾向増加傾向

鳥取県の救急出場件数及び
搬送人員の推移

救急事態においては、
1分が命取りになる

姫路鳥取線整備に

 
よる収容時間の短

 
縮が期待される

 

姫路鳥取線整備に

 
よる収容時間の短

 
縮が期待される資料／平成16年消防防災年報

 

※鳥取県東部広域行政組合を対象

【鳥取県東部の消防署・救急告示医療機関】



主要渋滞ポイントの渋滞緩和

・姫路鳥取線の整備で、市街地流入部に位置する主要渋滞ポイントの渋滞緩和が期待される。

上味見交差点

（最大渋滞長1050m)

上味見交差点

（最大渋滞長1050m)

服部交差点

（最大渋滞長650m)

服部交差点

（最大渋滞長650m)

吉成交差点

（最大渋滞長1500m)

吉成交差点

（最大渋滞長1500m)

●主要渋滞ポイント

（●姫路鳥取線の整備で渋滞緩和

 

が見込まれる主要渋滞交差点）

源太橋交差点

（最大渋滞長700m)

源太橋交差点

（最大渋滞長700m)

下坂本交差点

白兎海岸周辺駐車場

溝川交差点

徳尾交差点

千代大橋西詰交差点

海士交差点

駟馳山交差点

西大路交差点

吉方二丁目交差点

八千代橋東詰交差点

今町二丁目交差点



姫路鳥取線の整備効果：直接的効果と通行料金無料がもたらす地域経済（企業誘致）への効果

姫路鳥取線整備による直接的効果
・時間短縮：3時間20分→2時間30分

 

約50分短縮
・高速IC30分カバー率：鳥取県東部のカバー率が0％→約90%
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H15年度に立地した全国の工場の地点選定理由
（複数回答あり）

高速道路を

 
利用できる

 
が約３割

H15年度に新規立地した工場の高速ICからの距離

10～20km
以内
18%

５～10km
以内
23%

０～５km
以内
48%

30～40km
以内
2%

40～50km
以内
1%

50km以上
3%

20～30km
以内
5%

Ｈ１５
全国新規
立地工場

９７１社中

【資料】平成１５年工場立地動向調査結果

新規立地工場の

 
約半数が高速IC

 
５km圏内に立地。

 
また、９７％が

 
５０ｋｍ圏内に

 
立地

工場立地の選定にあたっては以下の

 
ような傾向が見られる
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鳥取県東部企業立地数の推移

立地業者 鳥取県進出の決め手

Ａ社 鳥取県内ユーザーとの連携強化、

 

受託開発などの事業拡大と姫路鳥

 

取線の開通が決め手。

Ｂ社 鳥取市の熱心な誘いと無料の高速

 

道路の開通が決め手。

Ｃ社 神戸市の本社から車で１時間半ほど

 

と比較的近い距離の智頭町に着目。

鳥取県東部における企業の進出状況 鳥取県進出の決め手と今後の展望

(企業)

(年)

鳥取県東部への進出理由

企業位置図 その可能性
は全く無い

と思う
85%

現在、検討
している

1%

今後、可能
性は出てく
ると思う
14%

姫路鳥取線整備後の鳥取県への進出意向姫路鳥取線整備後の鳥取県への進出意向

今後の企業進出の展望（H18ｱﾝｹｰﾄ調査より）

１５％の事業所が進出意

 

向の可能性を示す

今後、可能性
は出てくると思

う
56%

その可能性は
全く無いと思う

29%

新たに鳥取県
内の企業との
取引を検討し

ている
2%

今取引中の鳥
取県企業との
取引量を拡大

したい
13%

取引の可能性がある事

 

業所は７割に達する

進出のための条件では、物流ｺｽﾄの安

 
さや、行政の十分な支援等を重視

鳥取県企業との取引のための条件では、物流コ

 
ストの安さや、ｻｰﾋﾞｽ、品質に十分対応できる企

 
業の有無等を重視

姫路鳥取線整備後の鳥取鳥取県企業との取引の可能性姫路鳥取線整備後の鳥取鳥取県企業との取引の可能性
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